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(2011年 10月)

★★
イイ
ンン
フフ
ォォ
メメ
ーー
シシ
ョョ
ンン

●●
ミミ
ニニ
企企
画画
展展

「「
出出
雲雲
をを
掘掘
るる

第第
二二
話話

井井
戸戸
かか
らら
のの
ぞぞ
くく
古古
志志
のの
くく
らら
しし
」」

たた
だだ
いい
まま
開開
催催
中中
！！

10
／
15(

土)

～
12
／
12(

月)

９
時
～
17
時(

入
館
16
時
30
分
ま
で)

（
火
曜
休
館
）
＊
観
覧
無
料

井
戸
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
不
可
欠

な
水
を
得
る
た
め
の
設
備
で
す
。

そ
の
歴
史
は
古
く
、
日
本
で
は
弥
生

時
代
か
ら
掘
ら
れ
始
め
ま
す
。
出
雲
市

内
の
古
志
遺
跡
群
か
ら
も
、
弥
生
時
代

か
ら
近
代
に
お
よ
ぶ
井
戸
が
多
数
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ミ
ニ
企
画
展
で
は
、
実
際
に
出

土
し
た
木
製
の
井
戸
の
枠
や
出
土
品
を

約
70
点
展
示
し
ま
す
。
今
回
の
展
示
を

通
し
て
、
古
志
地
区
、
ひ
い
て
は
出
雲

市
の
昔
の
人
々
の
暮
ら
し
を
か
い
ま
見

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

●●
当当
館館
ママ
スス
ココ
ッッ
トト
キキ
ャャ
ララ
クク
タタ
ーー

「「
よよ
すす
みみ
ちち
ゃゃ
んん
」」

ミミ
ュュ
ーー
ジジ
アア
ムム
キキ
ャャ
ララ
クク
タタ
ーー

アア
ワワ
ーー
ドド
でで
日日
本本
一一
にに
輝輝
くく
！！

８
月
24
日
、
当
館
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
「
よ
す
み
ち
ゃ
ん
」
が
、

全
国
の
博
物
館
・
美
術
館
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
人
気
投
票
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ア
ワ

ー
ド
２
０
１
１
」
で
日
本
一
の
栄
誉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
！

こ
の
人
気
投
票
は
全
国
の
博
物

館
・
美
術
館
を
紹
介
す
る
サ
イ
ト
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
が
主

催
さ
れ
た
も
の
で
、
２
回
目
と
な
る
今

年
の
ア
ワ
ー
ド
は
全
国
約
７
，
８
０
０

施
設
か
ら
無
作
為
に
選
ば
れ
た
37
施

設
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ

よすみちゃん

ミュージアムキャラクターアワード

２０１１結果

優勝 よすみちゃん（出雲弥生の森博物館）

１，５２１票

２位 ジンジャくん（小杉放菴記念日光美術館）

１，０４６票

３位 さがわん三兄弟（佐川美術館）

９３５票

（http://www.museum.or.jp/museum-chara/2011）

たくさんのご声援

ありがとうござい

ました！

ケヤキをくりぬいた井戸

（下古志遺跡・鎌倉時代）

「日本一」のＰＲたすきを身に着

け，これからもがんばります！

９月に出雲大社勢溜りで開催された観光

客をお迎えするイベントにも登場！
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博博
物物
館館
講講
座座
・・
イイ
ベベ
ンン
トト
のの
ごご
案案
内内

▼
出
雲
弥
生
の
森
博
物
館

職
員
リ
レ
ー
講
座(

秋
の
陣)

◎
第
１
回

「『
古
事
記
』
序
を
読
む

～
神
話
と
編
纂
の
背
景
を
考
え
る
～
」

11
／
６(

日)

14
時
～
16
時

【
講
師
】
髙
橋

周
（
博
物
館
研
究
員
）

◎
第
２
回

「
井
戸
か
ら
の
ぞ
く
古
代
の
出
雲
」

11
／
20(

日)

14
時
～
16
時

【
講
師
】
三
原
一
将
（
博
物
館
主
任
）

◎
第
３
回

「
イ
ギ
リ
ス
人
も
び
っ
く
り
！

～
上
塩
冶
築
山
古
墳
発
見
秘
話
～
」

12
／
11(

日)

14
時
～
16
時

【
講
師
】
渡
邊
貞
幸
（
館
長
）

▼
２
０
１
１
古
代
出
雲
歴
史
探
訪

ミ
ス
テ
リ
ー
ウ
オ
ー
ク
参
加
者
募
集

斐
川
町
の
荒
神
谷
史
跡
公
園
ス
タ

ー
ト
後
、
神
庭
岩
船
山
古
墳
、
御
井
神

社
、
荒
神
谷
博
物
館
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
を
巡
り
、
ク
イ
ズ
を
解
き
な

が
ら
楽
し
く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
。

◇
日
時

11
／
26
（
土
）

９
時
～
13
時
頃
（
雨
天
決
行
）

◇
集
合

荒
神
谷
史
跡
公
園

管
理
棟

（
受
付
９
時
～
10
時
）

＊
受
付
後
各
自
ス
タ
ー
ト

◇
参
加
料
（
当
日
持
参
）

一
般

５
０
０
円

高
校
生
以
下

１
０
０
円

◇
コ
ー
ス

約
11
㌔

★
豚
汁
・
お
に
ぎ
り
サ
ー
ビ
ス
あ
り

★
参
加
賞
、
ク
イ
ズ
賞
品
あ
り

◇
準
備
品

箸
と
お
椀
、帽
子
、水
筒
、

タ
オ
ル
な
ど

※
雨
天
は
雨
具

◇
申
込
期
限

11
／
15
（
火
）

■
申
込
方
法

職
員
リ
レ
ー
講
座
、
ミ
ス
テ
リ
ー
ウ

オ
ー
ク
は
出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
ま
で

電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
第
46
回
出
雲
市
無
形
文
化
財
発
表
会

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
市
内
の
神
楽
、獅
子
舞
等
の
上
演
。

飲
食
・
特
産
品
コ
ー
ナ
ー
あ
り
。

◇
日
時

12
／
４(
日)

10
時
～
16
時

◇
会
場

ス
サ
ノ
オ
ホ
ー
ル

（
出
雲
市
佐
田
町
反
辺
１
７
４
７
‐
４
）

◇
入
場
料
５
０
０
円（
前
売
４
０
０
円
）

※
中
学
生
以
下
無
料

◇
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
、
荒
神
谷
博
物

館
、
市
役
所
各
支
所
地
域
振
興
課
ほ
か

■
問
合
せ

出
雲
市
文
化
財
課

(

電
話)

０
８
５
３
‐
２
１
‐
６
８
９
３

★★
特特
集集

研研
究究
ノノ
ーー
トト
③③

い
に
し
え
か
ら
続
く

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
「
井
戸
」

出
雲
市
内
を
歩
い
て
い
る
と
、
今
で

も
た
ま
に
井
戸
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
水
道
が
普
及
す
る
ま
で
は
、

井
戸
は
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
主
役
で
し
た
。

神
戸
川
に
か
か
る
古
志
大
橋
か
ら

出
雲
西
高
校
に
か
け
て
の
平
地
部
、
そ

こ
に
広
が
る
古
志
遺
跡
群
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
発
掘
調
査
で
、
約
１
６
０
基
も

の
井
戸
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
掘

ら
れ
た
時
期
も
弥
生
時
代
か
ら
近
代
に

お
よ
び
、
こ
れ
ら
を
つ
ぶ
さ
に
見
て
い

く
と
、
古
志
地
区
に
お
け
る
井
戸
利
用

の
歴
史
が
わ
か
り
ま
す
。

井
戸
は
、
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
地
下

水
を
汲
み
取
れ
る
よ
う
に
し
た
設
備
で

す
。
汚
水
の
流
入
を
防
ぐ
た
め
地
上
に

設
け
る
井
桁
（
い
げ
た
）、
穴
の
崩
壊
を

防
ぐ
た
め
に
設
け
る
井
戸
側
（
い
ど
が

わ
）、
地
下
水
を
溜
め
る
水
溜
（
み
ず
だ

め
）の
三
つ
の
部
分
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

発
掘
調
査
で
は
地
下
部
分
の
井
戸
側
や

水
溜
が
出
土
し
ま
す
が
、
そ
の
種
類
は

木
組
、丸
太
く
り
ぬ
き
、石
組
な
ど
様
々

で
す
。

今
回
の
ミ
ニ
企
画
展
で
は
、
実
際
に

出
土
し
た
木
製
の
井
戸
側
な
ど
を
展
示

す
る
ほ
か
、
使
い
終
わ
っ
た
井
戸
を
埋

め
る
際
の
マ
ツ
リ
な
ど
を
、
発
掘
調
査

時
の
写
真
を
交
え
て
分
か
り
や
す
く
解

説
し
ま
す
。

１
９
１
８
年(

大
正
七)

に
、
来
原
水

源
地
か
ら
今
市
町
に
引
水
し
た
の
が
市

内
で
初
め
て
の
水
道
で
す
。
そ
れ
か
ら

90
年
が
経
過
し
た
２
０
０
８
年(

平
成

二
〇)

現
在
、
出
雲
市
の
水
道
普
及
率
は

九
七
．
六
％
。
今
で
も
な
お
二
．
四
％

の
方
々
は
井
戸
な
ど
か
ら
生
活
用
水
を

得
て
い
る
よ
う
で
す
。
弥
生
時
代
か
ら

利
用
さ
れ
続
け
て
い
る
井
戸
は
、
現
在

に
お
い
て
も
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
そ

の
役
目
を
担
っ
て
い
る
の
で
す
。

（
出
雲
市
文
化
財
課

三
原
一
将
）

縦板を組み合わせた井戸

（下古志遺跡・中世）
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★★
発発
掘掘
調調
査査
のの
現現
場場
かか
らら
②②

「
鰐
淵
寺
（
等と

う

澍
院

じ
ゅ
い
ん

南
地
区
）」

（
出
雲
市
別
所
町
）

鰐
淵
寺
は
、
古
代
以
来
、
浮
浪
の
滝

を
中
心
と
す
る
修
験
の
道
場
と
し
て
発

展
し
て
き
ま
し
た
。
創
建
は
、
５
９
４

年(

推
古
二)

、
智
春
（
ち
し
ゅ
ん
）
上

人
の
祈
願
に
よ
り
推
古
天
皇
の
眼
の
病

気
が
治
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
天
皇
に
よ

り
建
立
さ
れ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

中
世
の
文
書
に
は
、鰐
淵
寺
が｢

国
中
第

一
之
伽
藍｣

と
称
さ
れ
る
一
方
、出
雲
大

社
は｢

国
中
第
一
之
霊
神｣

と
呼
ば
れ
、

両
者
が
対
を
成
し
て
出
雲
国
を
代
表
す

る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま

す
。２

０
０
９
年
度
よ
り
島
根
大
学
を

中
心
に
文
献
史
学
・
建
築
史
学
・
美
術

史
学
・
地
質
学
・
考
古
学
な
ど
各
分
野

か
ら
の
総
合
的
な
調
査
・
研
究
が
実
施

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
関
連
と
し
て
昨
年

度
か
ら
出
雲
市
文
化
財
課
が
境
内
地
の

発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
調
査
し
て
い
る
の
は
、
鰐
淵

寺
境
内
地
南
側
の
等
澍
院
南
地
区
で
す
。

こ
れ
ま
で
僧
坊
な
ど
に
つ
い
て
、
文
献

的
な
記
録
の
な
い
平
ら
な
面
を
今
年
の

５
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
発
掘
調
査

し
ま
し
た
。

結
果
、
十
数
か
所
の
柱
の
痕
跡
が
見

つ
か
り
、
何
ら
か
の
建
物
が
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
少
な
く

と
も
３
度
に
わ
た
っ
て
造
成
さ
れ
、
南

側
の
斜
面
に
石
垣
が
積
ま
れ
て
い
る
こ

と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

中
国
製
の
天
目
茶
碗
、
青
磁
、
青
白

磁
な
ど
陶
磁
器
が
多
量
に
見
つ
か
り
ま

し
た
。
12
世
紀
以
降
16
世
紀
ま
で
境

内
地
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。（

出
雲
市
文
化
財
課

石
原

聡
）

★★
出出
雲雲
市市
のの
おお
宝宝
紹紹
介介
②②

（（
指指
定定
文文
化化
財財
））

「
紙
本

し

ほ

ん

墨
画

ぼ

く

が

龍
図

り
ゅ
う
ず

襖
ふ
す
ま

」（
市
指
定
）

「
紙
本
著

し
ほ
ん
ち
ゃ
く

彩さ
い

虎
図

こ

ず

襖
ふ
す
ま

」（
市
指
定
）

出
雲
市
大
社
町
杵
築
西
に
浄
土
宗

松
林
山
誓
願
寺
（
せ
い
が
ん
じ
）（
三
一

世
住
職
・
原
量
範
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
本
堂
に
は
、
左
に
猛
虎
、
右
に

雲
龍
が
二
面
で
描
か
れ
た
迫
力
の
あ
る

大
襖
絵
が
あ
り
、
堂
内
を
荘
厳
に
飾
っ

て
い
ま
す
。
作
者
は
江
戸
後
期
～
明
治

の
絵
師
・
堀
江
友
聲
（
ほ
り
え
ゆ
う
せ

い
）。
花
鳥
画
を
得
意
と
し
、
そ
の
華
麗

で
庶
民
的
な
作
品
は
当
時
の
世
相
に
受

入
れ
ら
れ
、
地
方
画
壇
を
隆
盛
に
導
き

ま
し
た
。

こ
の
襖
絵
は
、
出
雲
を
訪
れ
た
友
聲

が
誓
願
寺
に
泊
り
込
ん
で
描
き
残
し
た

と
さ
れ
る
大
作
で
、
天
保
年
間
（
一
八

三
〇
～
一
八
四
四
）
の
製
作
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
墨
質
に
よ
る
濃
淡
の
表

現
が
巧
み
で
す
。

【
堀
江
友
聲
（
一
八
〇
二
～
一
八
七
三
）
】

現
在
の
雲
南
市
大
東
町
生
ま
れ
。
雅

号
は
雲
峰
、
友
声
な
ど
。
京
都
で
山
本

探
淵
（
た
ん
え
ん
）
に
師
事
す
る
。

狩
野
派
を
学
び
、
中
国
の
宋
・
元
・

明
の
名
画
や
日
本
の
諸
名
家
の
筆
法
を

研
鑽
、
各
地
を
遊
歴
し
た
。

建物の柱の痕跡

紙本墨画龍図襖紙本著彩虎図襖

青磁や青白磁の出土状況
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★★
博博
物物
館館
アア
テテ
ンン
ダダ
ンン
トト
ココ
ーー
ナナ
ーー

テテ
ーー
ママ
「「
博博
物物
館館
のの
魅魅
力力
伝伝
ええ
まま
すす
②②
」」

(

久
家

く

や)
み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！

前
号
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
博
物
館

ア
テ
ン
ダ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
前
回
に
引
き
続

き
「
博
物
館
の
魅
力
伝
え
ま
す
」
の
第

２
弾
で
す
。
前
回
だ
け
で
は
語
り
つ
く

せ
な
か
っ
た
博
物
館
の
魅
力
を
紹
介
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

進
行
は
引
き
続
き
久
家
が
担
当
い

た
し
ま
す
。

☆
個
性
あ
ふ
れ
る
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
を
ご

紹
介
し
ま
す
！

(

久)

博
物
館
の
魅
力
と
い
え
ば
、
や
は

り
お
客
さ
ま
を
お
迎
え
す
る
ス
タ
ッ
フ
。

こ
こ
で
博
物
館
を
陰
で
支
え
る
ア
テ
ン

ダ
ン
ト
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

全
員
は
無
理
な
の
で
３
人
ま
で
か
な
…
。

ア
テ
ン
ダ
ン
ト
の
み
な
さ
ん
、
個
性
あ

ふ
れ
る
３
人
と
い
え
ば
？

(

ア)

Ｏ
Ｋ
！
久
家
さ
ん
。
こ
の
３
人
が

み
ん
な
で
選
ん
だ
、
個
性
あ
ふ
れ
る
ア

テ
ン
ダ
ン
ト
で
す
。

似
顔
絵
で
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、

博
物
館
で
本
人
を
当
て
て
い
た
だ
く
と

嬉
し
い
で
す
ね
！

☆
古
代
鏡
と
ま
が
玉
作
り
で

も
の
づ
く
り
体
験
は
い
か
が
？

(

久)

次
に
紹
介
し
た
い
の
が
こ
れ
、
お

客
様
に
人
気
の
古
代
鏡
作
り
（
５
０
０

円
）、ま
が
玉
作
り（
３
０
０
円
）で
す
。

鏡
づ
く
り
は
低
い
温
度
で
溶
け
る
専

用
の
金
属
を
型
に
流
し
て
、
そ
の
後
は

ひ
た
す
ら
「
磨
く
」
と
い
う
作
業
を
し

て
い
き
ま
す
。
地
味
な
作
業
と
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
だ
ん
だ
ん
自

分
の
顔
が
映
っ
て
く
る
と
、
皆
さ
ん
大

変
喜
ば
れ
ま
す
。

こ
の
鏡
、
実
は
出
雲
市
の
山
地
古
墳

(

神
西
沖
町
）か
ら
出
土
し
た
鏡
を
モ
チ

ー
フ
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
で
す
。

ま
が
玉
も
弥
生
の
森
の
王
墓
か
ら

出
土
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
。
や
わ
ら
か
い

石
で
、
ピ
ン
ク
と
白
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
一
見
難
し
そ
う
で
す
が
、
線
に
そ

っ
て
削
っ
て
磨
い
て
い
く
と
き
れ
い
に

仕
上
が
り
ま
す
。
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
が

お
手
伝
い
し
ま
す
。ぜ
ひ
体
験
し
て
ね
。

（
団
体
要
予
約
）

●
前
号
の
よ
す
み
ち
ゃ
ん
ク
イ
ズ
の
答
え

Ｑ
．
よ
す
み
ち
ゃ
ん
の
好
き
な
食
べ
も
の
は
？

（
答
え
）
ど
ん
ぐ
り

＊
秋
の
弥
生
の
森
に
は
７
種
類
の
ど
ん
ぐ
り

が
落
ち
て
い
ま
す
。
色
々
な
形
の
ど
ん
ぐ
り
を

集
め
る
の
も
楽
し
い
で
す
よ
！

(発行)出雲弥生の森博物館 2011 年 10 月

〒693-0011 島根県出雲市大津町2760
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http://www.city.izumo.shimane.jp/yayoinomori
●入館料／無料（特別展等観覧料を除く）

●開館時間／9:00～17：00(入館 16：30まで)

●休館日／火曜日(祝日の場合翌日)・年末年始

※各種講座・講演会は、当館へ電話・ＦＡＸでお

申込みください。（講座・氏名・住所・連絡先）

※申込多数の場合お断りすることがあります。

岡
田
さ
ん

い
つ
も
元
気
い
っ
ぱ
い
で
、
み
ん
な
の
お

母
さ
ん
的
存
在
。
話
を
し
て
い
る
と
、
こ

っ
ち
ま
で
元
気
に
な
り
ま
す
よ
！

山
田
さ
ん

上
品
さ
と
大
胆
さ
を
兼
ね
備
え
た
心
優

し
い
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
。
笑
顔
の
絶
え
な

い
Ｐ
Ｒ
上
手
さ
ん
で
す
！

片
岡
さ
ん

当
博
物
館
の
癒
し
系
で
、
子
ど
も
達
の
人

気
者
。

そ
の
笑
顔
に
癒
さ
れ
る
こ
と
間

違
い
な
し
！
。

まが玉はピンクと白

そ れぞれ濃淡があ

り、模様が入っている

ものもあります。

古代鏡は、顔が映るほどピカ

ピカに輝きます。手鏡にされ

てはいかがでしょう。


